
　道路の清掃活動や草花の植えつけなどを行う道
路ボランティアとGRS（グリーン・ロード・サポー
ター）の協定締結の報告会を行いました。
　今回新たに道路ボランティア 5団体、グリーン・
ロード・サポーター 8企業が那覇市と協定を結び
ました。
　城間市長は「みなさまの活動は、協働によるま
ちづくりの発展につながる大変素晴らしい取り組
みです。地域に根差し、愛着を持つとともに、誇
りを持って活動していることに敬意を表します」
と感謝を述べました。

　平成 30 年那覇市戦没者追悼式（第 23 回なぐ
やけの碑慰霊祭）を旭ヶ丘公園内の同碑前で開催
しました。市出身の沖縄戦没者の遺族ら約 230
人が参列し、犠牲者の死を悼むとともに恒久平和
を誓いました。
　城間市長は「私たちは、この豊かで平和な社会
が、戦禍に奪われた尊い命の上に成り立っている
ことを決して忘れてはなりません。そして、いつ
までもみんなが安心して暮らしていける心豊かな
社会づくりに全力で取り組むことを、改めてお誓
い申し上げます」と哀悼の辞を述べました。

そ
う
？
ほ
ん
と
？
話
の
真
偽
を
確
か
め
る
時
に
発
す
る

語
。「
ん
じ
、
ふ
ん
と
ー
な
ー
？
ゆ
く
し
む
に
ー
あ
ら

に
？（
そ
う
か
、
本
当
か
？
う
そ
じ
ゃ
な
い
よ
ね
？
）」

監
修　
那
覇
市
文
化
協
会
う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】
那
覇
市
文
化
協
会　
☎
８
６
１・１
９
０
９

博物館博物館
topicstopics

館
物
博
史
歴
市
覇
那

館
物
博
物
焼
屋
壺

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ　

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ

沖
縄
の
黒
い
工
藝　

関
連
ギ
ャ
ラ
リ
ー
文
化
講
座

　

現
在
開
催
中
の
企
画
展
・
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ　

Ｂ

Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

沖
縄
の
黒
い
工
藝
に
関
連
し
て
文
化
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
中
国
黒
陶
」
で
す
。

中
国
黒
陶
は
今
か
ら
五
千
年
前
、
先
史
時
代
の
中
国

で
作
ら
れ
た
黒
い
土
器
で
す
。
沖
縄
で
紹
介
さ
れ
る

機
会
が
少
な
い
中
国
黒
陶
に
つ
い
て
、
長
ら
く
研
究

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
琉
球
大
学
の
後
藤
雅
彦
先
生
を

お
呼
び
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
沖
縄
の
黒
、
日

本
の
黒
と
も
違
う
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
中
国
黒
陶
の
世
界
」

日 

12
月
９
日
（
日
）
14
時
～
16
時

【
講
師
】
後
藤
雅
彦
氏
（
琉
球
大
学
国
際
地
域
創
造

学
部　
准
教
授
）

場 

歴
史
博
物
館
展
示
室
内

費 

観
覧
料
が
必
要
で
す　
申 

不
要

歴
史
博
物
館
と
壺
屋
焼
物
博
物
館
で

二
つ
の
台
、
公
開
中
！

 

壺
屋
焼
物
博
物
館
特
別
展

「
民
藝
と
壺
屋
焼
」
で
は
日

本
民
藝
館
所
蔵
の
「
角
座
付

緑
釉
盃
台
」
を
展
示
中
で
す
。

ま
た
歴
史
博
物
館
特
別
展
示

室
で
は
「
緑
釉
四
方
燭
台
」

（
国
宝
琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料
）を
展
示
し
て
い
ま

す
。
盃
台
と
燭
台
と
器
種
の
解
釈
は
異
な
り
ま
す
が

壺
屋
焼
の
名
品
で
あ
り
、
以
前
か
ら
両
者
の
関
連
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
沖
縄
で
こ
の
二
つ
を
同
時

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
両

館
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
博
物
館

の
チ
ケ
ッ
ト
の
半
券
を
受
付
に
提
示
す
る
と
常
設
展

観
覧
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
博
物
館
受

付
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
宝
尚
家
資
料
12
月
の
特
別
展
示

「
雪
が
描
か
れ
た
紅
型
衣
装
」

期 

11
月
30
日（
金
）
～
12
月
26
日（
水
）

　

壺
屋
焼
物
博
物
館
の
開
館
20
周
年
を
記
念
し
て

特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
柳
宗
悦
ら
が
蒐
集

し
日
本
民
藝
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
壺
屋

焼
や
、
県
外
の
博
物
館
か
ら
河
井
寬
次
郎
・
濱
田

庄
司
の
作
品
が
、
沖
縄
初
公
開
の
作
品
も
併
せ
て

出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
民
藝
の
美
し
さ

や
陶
工
と
陶
芸
作
家
の
関
係
性
な
ど
、
民
藝
に
関

す
る
理
論
や
壺
屋
焼
と
の
影
響
関
係
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
、
壺

屋
焼
の
こ
れ
か
ら
を
模

索
し
ま
す
。

期 

12
月
27
日（
木
）ま
で

費 

無
料

場 

壺
屋
焼
物
博
物
館　
３
階
企
画
展
示
室

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

民
藝
に
関
す
る
講
演
と
沖
縄
陶
芸
の
実
作
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日 

12
月
22
日（
土
）14
時
～
（
13
時
半
開
場
）

場 

沖
縄
県
立
図
書
館
ホ
ー
ル（
泉
崎
１
丁
目
20
番
１

号
）　
共
催 
沖
縄
県
立
図
書
館

定 

１
０
０
人
程
度（
申
込
不
要
）　
費 

無
料　

●
担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
会

日 

12
月
23
日（
日
）14
時
～
※
１
時
間
程
度

申 

不
要
。
当
日
、
３
階
企
画
展
示
室
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

　

～
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
～

　

学
芸
員
が
毎
月
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
常
設
展
示
の

解
説
を
い
た
し
ま
す
。
12
月
は
「
た
い
け
ん
つ
ぼ

は
く
」
と
題
し
、
幼
稚
園
児
か
ら
、
小
学
生
低
学

年
向
け
の
親
子
で
楽
し
め
る
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

日 

12
月
16
日（
日
）10
時
～
※
１
時
間
程
度

費 

常
設
展
の
観
覧
料（
大
学
生
以
下
無
料
）

申 

不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

12
月
28
日
～
１
月
４
日
は
休
館
い
た
し
ま
す

　

年
明
け
後
は
新
た
な
作
品
が
展
示
さ
れ
た
常
設

展
も
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

那
覇
市
歴
史
博
物
館（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
10
時
～
19
時　
木
曜
休
館 

観
覧
料　
一般 

３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
９・５
２
６
６  

FAX 

８
６
９・５
２
６
７

開
館
時
間
10
時
～
18
時（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館 

※
た
だ
し
、
月
曜
休
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料　
一般 

３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
２・３
７
６
１  

FAX 

８
６
２・３
７
６
２

日本民藝館蔵
緑釉盃台

なはのホットな話題は市FacebookやLINE＠で

みんなの力で街をキレイに
～道路ボランティア＆
　　GRS協定締結報告会～

恒久平和を誓う
～平成30年
　　那覇市戦没者追悼式～

1歳の誕生日おめでとう
～のうれんプラザ1周年祭～

10
12

10
28

11
3

民
藝
と
壺
屋
焼
～
そ
の
影
響
と
現
在
～

ん　

じ

　市民・県民の台所として 60 年以上親しまれて
きた農連市場を昨年末に閉鎖し、隣接地に約 120
店舗が入居する新施設「のうれんプラザ」を整備
しました。11 月をもって 1周年を迎えたことか
ら、のうれんプラザ正面入口で「バースデーセレ
モニー」が行われました。
　城間市長は「子どもたちの笑顔が輝き、若者が
将来に希望を持てる未来を実現するため、今後も
心温かな安らぎのあるまちづくり、そして中心市
街地を活かしたまちづくりを推進していきます」
と祝辞を述べました。
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